
平成21年５月末現在

１　ＥＳＣ（エレクトリック・スタビリティ・コントロール）（装備名称は各社の名称による）
社 名 車 種 装 備 名 称 税込価格 税抜価格 参 考 （ 各 社 URL ）

ニッサン ティアナ ＶＤＣ※２ 63,000 60,000 http://www2.nissan.co.jp/TEANA/J32/0806/index.html
デュアリス ＶＤＣ※２ 63,000 60,000 http://www2.nissan.co.jp/DUALIS/J10/0705/index.html

トヨタ イプサム ＶＳＣ ＆ ＴＲＣ※３ 84,000 80,000 http://toyota.jp/ipsum/spec/equipment/index.html
アイシス ＶＳＣ ＆ ＴＲＣ※３ 63,000 60,000 http://toyota.jp/isis/spec/equipment/index.html
カローラ　フィールダー ＶＳＣ ＆ ＴＲＣ※３ 63,000 60,000 http://toyota.jp/corollafielder/spec/equipment/index.html

三菱
ギャランフォルティス
Black Leather Edition

ＡＳＣ※４
84,000 80,000 http://www.mitsubishi-motors.co.jp/purchase/cataloglist/pdf/GALANT_FORTIS_BlackLeather_0902.pdf

パジェロ ＡＳＴＣ※５ 84,000 80,000 http://www.mitsubishi-motors.co.jp/purchase/cataloglist/pdf/PAJERO_0904.pdf

マツダ プレマシー ＤＳＣ＆ＴＣＳ※６ 52,500 50,000 http://www.premacy.mazda.co.jp/swf/contents/109_spec/pdf/equipment.pdf

アクセラ ＤＳＣ※７ 63,000 60,000 http://www.axela.mazda.co.jp/swf/contents/109_spec/pdf/equipment.pdf

※２　ＶＤＣ（ビークル・ダイナミクス・コントロール）
※３　ＶＳＣ（ビークル・スタビリティ・コントロール） & ＴＲＣ（トラクション・コントロール）
※４　ＡＳＣ（アクティブ・スタビリティ・コントロール）
※５　ＡＳＴＣ（アクティブ・スタビリティ＆トラクション・コントロール）
※６　ＤＳＣ（ダイナミック・スタビリティ・コントロール）＆ＴＣＳ（トラクション・コントロール・システム）
※７　ＤＳＣ（ダイナミック・スタビリティ・コントロール）

２　ＡＣＣ（アダプティブ・クルーズ・コントロール）（装備名称は各社の名称による）
社 名 車 種 装 備 名 称 税込価格 税抜価格 参 考 （ 各 社 URL ）

ニッサン エルグランド 車間自動制御システム※９ 220,500 210,000 http://www2.nissan.co.jp/ELGRAND/E51/0710/index.html
トヨタ クラウンアスリート レーダークルーズコントロール※10 147,000 140,000 http://toyota.jp/crownathlete/spec/equipment/

クラウンロイヤルサルーン レーダークルーズコントロール※10 147,000 140,000 http://toyota.jp/crownroyal/spec/equipment/
プリウス レーダークルーズコントロール※10 147,000 140,000 http://toyota.jp/prius/spec/equipment/

マツダ ＭＰＶ
レーダークルーズコントロールシステム
※11

262,500 250,000 http://www.mpv.mazda.co.jp/swf/contents/109_spec/pdf/equipment.pdf

※10　プリクラッシュセーフティシステム（含プリクラッシュシートベルト（前席）付）とセットでオプション
※11　プリクラッシュセーフティシステムとセットでオプション

※９　ステアリングスイッチ（車間自動制御システム）、車間自動制御システム、ＶＤＣ（ビークルダイナミクスコントロール）、前席緊急ブレーキ感応型プリ
　　クラッシュシートベルト及びインテリジェントブレーキアシストのセットでオプション

ＥＳＣ及びＡＣＣに係るオプション価格の例

※１　ＨＰから装備名称及びオプション価格の確認可能なものの例を示した。なお、ＥＳＣの装備と他の装備がセットにされているもので、個々の装備の内訳が
　　示されていないものについては、そのセット価格を示した。

※８　ＨＰから装備名称及びオプション価格の確認可能なものの例を示した。なお、いずれもＡＣＣの装備と他の装備がセットにされ、個々の装備の内訳が示さ
　　れていないことから、そのセット価格を示した。

別
紙

５
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○　ＶＤＣ（ビークル・ダイナミクス・コントロール〔ＴＣＳ機能を含む〕）（※２関係）

○　ＡＳＣ（アクティブ・スタビリティ・コントロール）（※４関係）

○　ＡＳＴＣ（アクティブ・スタビリティ＆トラクション・コントロール）（※５関係）

○　車間自動制御システム（レーザーレーダータイプ）等（※９関係）
　いつでも安心して運転できるようドライバーをサポートします。

クルマは一歩一歩、運転時の負荷を軽減するために進歩を重ねています。ドライバーが任意
に設定した車速で定速走行が行えるほか、車両前部に設置したレーザーレーダーセンサーから
の情報により、設定した車速に応じた車間距離を一定に保つよう自車速度を調整する車間自動
制御システムは、運転を快適にする優れた技術です。

滑り易い路面での走行や、急なハンドル操作などにより各輪のタイヤが適正なグリップを保
ちきれないとコンピュータが判断すると、１輪又は複数の車輪へのブレーキングを行うととも
にエンジン出力を自動的にコントロールすることにより、姿勢の乱れを抑制するモーメントを
発生させて、クルマの安定性を確保します。（スタビリティコントロール機能）

また、雪道などの滑り易い路面で発進する際、駆動輪のスリップを感知すると、スリップし
た車輪にブレーキをかけるとともに、エンジン出力を自動的にコントロールすることで、駆動
力を適切に配分し発進・加速をサポートします。（トラクションコントロール機能）

滑りやすい路面や、緊急回避時の急なハンドル操作による車両の不安定な動きや車輪のス
リップを抑制して安定走行を支えます。また、雪道やぬかるみなどでの発進時や、急勾配など
での登坂・降坂時に駆動軸のスリップを感知すると、そのタイヤにブレーキをかけるとともに
エンジンの出力を最適に制御、いちだんとスムーズな発進・加速をサポートします。

ＴＣＳ (トラクションコントロールシステム) は､水にぬれた路面や雪道などのすべりやす
い路面での発進や旋回加速時に起こる駆動輪の空転を防ぎ､適切な駆動力と操縦性を確保する
装置です。この装備は、例えばアテンザでは2WDのDSC装備車に装備されています。

ＥＳＣ・ＡＣＣ等に関する補足説明

○ インテリジェントブレーキアシスト/前席緊急ブレーキ感応型プリクラッシュシートベル
ト（※９関係）

各種センサーによりドライバーの運転操作や車速などを検知し、ブレーキ圧やエンジン出力
を自動的に制御。滑りやすい路面やコーナリング、障害物を回避する際に発生する横滑りを低
減し、走行時の安心感を高めます。

※ ＶＤＣはＴＣＳ（トラクションコントロールシステム：駆動力制御システム）、ブレーキ
ＬＳＤ（リミテッドスリップデフ）機能を備えています。車輪のスリップを抑え駆動力を確保
することで、主に発進性を高めます（ブレーキＬＳＤはＶＤＣスイッチオフ時にも作動しま
す。）。

○ ＶＳＣ（ビークル・スタビリティ・コントロール） & ＴＲＣ（トラクション・コント
ロール）（※３関係）

○　ＤＳＣ（ダイナミック・スタビリティ・コントロール）＆ＴＣＳ（トラクションコント
ロールシステム）（※６、※７関係）

ＤＳＣ（Dynamic Stability Control）システムは、自動車のさまざまな状態を各種セン
サーで感知して、コンピュータ制御で自動的にブレーキをかけたり、エンジントルクを下げた
りしながら、車両の横滑りを抑え、進行方向を保ちます。

雨や雪などで十分にタイヤが路面をグリップできない状況では、急にハンドルを操作する
と、アンダーステア（前輪の横滑り）やオーバーステア（後輪の横滑り）と呼ばれる「クルマ
が意図した方向に曲がってくれない」状態に陥ります。ＤＳＣシステムは、タイヤ能力の範囲
内で、こうしたアンダーステアとオーバーステアを抑えることができます。

ＶＳＣは、急なハンドル操作や滑りやすい路面での車両の横滑りを各種センサーで検出し、
各輪のブレーキとエンジン出力を制御することで車両の安定性を確保します。ＴＲＣは、滑り
やすい路面での発進・加速時に駆動輪の空転を抑え、適切な駆動力を確保して加速中の直進
性、車両安定性をサポートします。
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万一衝突が避けられないときに被害を最小限にとどめます。

○　レーダークルーズコントロール（※10関係）

○　プリクラッシュセーフティシステム（※10関係）

○　ＭＲＣＣ (マツダレーダークルーズコントロールシステム)（※11関係）

　高速道路､加速/減速の繰返しが少ない自動車専用道路などで使用してください。

インテリジェントクルーズコントロールのセンサーにより、追従中の先行車との距離を測
定。ほぼ真後ろから先行車に追突する恐れがある時、またはドライバーによる緊急の回避操作
が直ちに必要と判断した場合は警報を鳴らして操作を促します。さらに、ドライバーによる操
作でも追突が避けられないと判断した場合、自動的にブレーキをかけて減速し被害を軽減しま
す。また、ドライバーが衝突の危険を察知して緊急ブレーキをかけた場合、前席緊急ブレーキ
感応型プリクラッシュシートベルトが作動。早期に乗員の拘束性を高め、エアバッグの効果を
より引き出します。

ＭＲＣＣは、アクセルペダルやブレーキペダルを踏まなくても､約35km/h～100km/hの設定し
た速度での定速走行や､前走車との車間距離を一定に保つ追従走行ができる装置です。前走車
がいないときは､設定された速度で定速走行を行います。また､設定速度以下の速度で走行する
前走車がいるときは､前走車と一定の距離を保ち追従走行します。

高感度なミリ波レーダーセンサーからの情報によって、先行車を認識。アクセルに足をかけ
ることなく、設定車速内で車速に適切な車間距離を保ちながら追従走行する。また、先行車が
いない場合には定速走行する。

進路上の障害物（先行車など）と衝突する可能性が高いと判断した場合、ドライバーに警報
ブザーなどで知らせ、ドライバーがブレーキを踏むと、プリクラッシュブレーキアシストが作
動してブレーキの制動力を高める。また、衝突不可避と判断した場合には、プリクラッシュブ
レーキが作動して衝突速度を低減するとともにプリクラッシュシートベルトを作動させて衝突
被害を軽減させる。

ＭＲＣＣの車間距離制御は､レーダーセンサーが前方の前走車を検知することにより行いま
す。レーダーセンサーが検知できる範囲は前方約100mです。
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（参考） 

自動車基準調和世界フォーラム（WP29）の概要 
 
１．自動車基準調和世界フォーラムの目的 
  安全で環境性能の高い自動車を容易に普及させる観点から、自動車の安全・環境基準を国

際的に調和することや、政府による自動車の認証の国際的な相互承認を推進することを目的

としている。 
 
２．自動車基準調和世界フォーラムの組織 
  自動車基準調和世界フォーラムは、国連欧州経済委員会(UN/ECE)の下にあり、傘下に一つ
の運営委員会と六つの専門分科会を有している。分科会で技術的、専門的検討を行い、検討

を経た基準案の審議・採決を行っている。 
 
３．自動車基準調和世界フォーラムのメンバー 

欧州各国、１地域（ＥＵ）に加え、日本、米国、カナダ、オーストラリア、南アフリカ、

中国、韓国等（日本は 1977年から継続的に参加）、また、非政府機関（OICA（国際自動車工
業会）、IMMA（国際二輪自動車工業会）、ISO（国際規格協会）、CLEPA（欧州自動車部品工
業会、SAE（自動車技術会）等）も参加している。 

 
４．自動車基準調和世界フォーラムの主な活動内容 

次に掲げるそれぞれの協定に基づく規則の制定・改正作業を行うとともに、それぞれの協

定の管理・運営を行う。 
 ・「国連の車両等の型式認定相互承認協定（略称）」（1958年協定） 
 ・「国連の車両等の世界技術規則協定（略称）」（1998年協定） 
 
 
 

安全一般
(GRSG)

衝突安全
(GRSP)

ブレーキと
走行装置
(GRRF)

排出ガスと
エネルギー

(GRPE)

騒音
(GRB)

灯火器
(GRE)

自動車基準調和世界フォーラム(WP29)
World Forum for Harmonization of Vehicle Regulations

国際連合
United Nations

自動車基準調和世界フォーラムの組織

欧州経済委員会
U.N. Economic Commission for Europe

安全一般
(GRSG)

衝突安全
(GRSP)

ブレーキと
走行装置
(GRRF)

排出ガスと
エネルギー

(GRPE)

騒音
(GRB)

灯火器
(GRE)

自動車基準調和世界フォーラム(WP29)
World Forum for Harmonization of Vehicle Regulations

国際連合
United Nations

自動車基準調和世界フォーラムの組織

欧州経済委員会
U.N. Economic Commission for Europe

 ITS ｲﾝﾌｫｰﾏﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ
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（参考） 

国連における自動車に係る安全・環境基準の国際調和と認証の相互承認の推進 

 

１．協定の概要 

日本は、安全で環境性能の高い自動車の普及を促進する観点から、国連欧州経済委員会

自動車基準調和世界フォーラム（ＵＮＥＣＥ／ＷＰ２９）において、以下の二つの協定に基づき、

自動車に係る基準の国際調和及び認証の相互承認（※）を推進している。 

（※ 「認証の相互承認」とは、他国の認証を自国の認証に代わるものとして認めるもの） 

 

（１）車両等の型式認定相互承認協定（１９５８年協定） 

 自動車の装置ごとの安全・環境に関する基準の国際調和及び認証の相互承認を目的と

して、国連において採択された協定。現在１２７項目の基準に係る規則が成立。日本は３８

項目を採用（基準調和＋相互承認） 

【欧州を中心として４７カ国、１地域が加入。アジアからは日本、韓国、タイ、マレーシアが

加入】 

 

（２）車両等の世界的（グローバル）技術基準協定（１９９８年協定） 

 自動車の装置ごとの安全・環境に関する世界の知見を集めた統一的な技術基準の策定

及び当該基準の１９５８年協定に基づく規則や各国法規への導入による基準の国際調和

を目的として、国連において採択された協定。現在９項目の世界的技術基準（ｇｔｒ）が成立。

（基準調和のみ） 

【米国が１９５８年協定に加入できなかったことを踏まえ、日米欧のイニシアティブにより成

立。日米欧を含む３０か国、１地域が加入。アジアからは日本、中国、インド、韓国、マレー

シアが加入】 

 

 

ＥＵ 

アジア各国の参加 

米国 
（EU指令） （FMVSS&大気浄化法） 

（保安基準）

日本

1998年協定に基づく世界技術規則（gtr）の策定 

1958 年協定に基づく

基準調和と相互承認 

1958年協定：韓国・マレーシア・タイ 
1998年協定：中国・インド・韓国・マレーシア 

今後、インドネシア、フィリピン、ベトナム等の参加
が期待される。 
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